
2024（令和6）年5月、“健診から救急まで”をコンセプトとする「メディカルスクエア初芝駅前」が開設。「中村まさし内科クリニック」は、クリニックモール内において、消化器内科を中心とした診療科を提供してる。

水まわりの特長
建物の特徴
2024（令和6）年5月、大阪府堺市東区の南海電鉄初芝駅前に、“健診から救急まで”地域の皆様のかかりつけ医を目指して、医療モール「メディカルスクエア初芝駅前」が開設された。同一医療モール内に複数のクリニックが入居、それぞれが得意分野の役割を担い、密に連携することで従来の医療モールでは実現できなかったレベルでの患者利便性を提供している。その中のひとつである「中村まさし内科クリニック」は、消化器内科を専門とし、内科・糖尿病内科・内視鏡内科・救急科などを含む幅広い診療科を担い、地域医療を支えている。また「メディカルスクエア初芝駅前」は、その高次元のクリニック間連携と質の高い医療提供が評価され、2024グッドデザイン賞（システム・サービス分類）を受賞している。

水まわりの特長
クリニックの理念に基づく、明るく利便性の高いトイレ。患者用トイレは、2ヶ所設置。1ヶ所は待合室の奥に設置され、広 と々した空間に手すりを設け、使いやすさを追求。さらに、男性利用者が大便器で立って小用を足すことによる尿の飛び散りを防ぐため、小便器を設置し、清潔に保てるよう工夫している。もう1ヶ所は内視鏡検査前室にあり、洗浄後約20秒で次の洗浄が可能で、混雑緩和に寄与できるパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。さらに、スタッフ用トイレにもウォシュレットを設置し、快適性が向上されている。内視鏡の消毒・準備コーナーには、処理のしやすさにも考慮して器具を選定し、掃除口付きのパブリック用汚物流しを採用。クリニックの機能性に配慮したトイレが整備されている。

院内は、内視鏡検査がしやすいことを最優先に考慮してレイアウト。患者用トイレは待合室と内視鏡検査前室の2ヶ所、スタッフ用トイレはスタッフルームに隣接して1ヶ所設置している。

建築概要
名称	 中村まさし内科クリニック
所在地	 大阪府堺市東区日置荘西町4-35-10	
	 メディカルスクエア初芝駅前201
施主	 中村まさし内科クリニック
設計・施工	 トータルマネジメント株式会社
竣工年月	 2024年5月
延床面積	 146㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上2階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BK	
腰掛便器：CS400B＋SH400BA
ウォシュレットアプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841P
ウォシュレットS：TCF6553A／音姫（トイレ用擬音装置）：YES400DR
棚付紙巻器：YHZ403FMR／自動洗浄小便器：UFS900WR
壁掛洗面器：L210C／壁掛手洗器：LSW570系
台付自動水栓：TLE28002J／水栓金具：TLG11302J
電気温水器：REW06A1BK、REW12A1BK／L型手すり：T112CL9
I型手すり：YHB60／アームレスト：EWC703
ペーパータオルホルダー：YKT100R／パブリック用流し：SKL330TNF系

内視鏡検査前室には、検査を受ける患者が利用できる専用トイレを設置。トイレは、プライバシーと使いやすさを考慮し、コンパクトな壁掛手洗器を備えた完全個室型となっている。採尿コップを受け取る検尿室には、尿を処理するためのコンパクトな壁掛洗面器を設置。作業動線・効率など、処理が迅速かつ衛生的に行えるよう配慮されている。待合室トイレ内から採尿カップを提出できるよう検尿口を設置。利用後の手洗いのため、コンパクトな壁掛洗面器に自動水栓を組み合わせ、さらに手荷物を掛けるフックも用意。利用者の使い勝手に配慮されている。

クリニックの理念は「明るく、楽しく、健康に導くこと」。その理念に基づき、院内には、木目調を基調とした温かみのある内装デザインと照明計画が施されている。トイレは、待合室の奥に設置している。

スタッフルームに隣接したトイレにも、乾燥機能付きのウォシュレットと擬音装置「音姫」を完備し、スタッフが快適に過ごすことができるよう、機能的な設備が整っている。温かい湯水が使用できるよう、院内にある3ヶ所のシンクに、電気温水器を設置。各所の使用ニーズにあわせて、容量が異なる6Lタイプと12Lタイプを選択している。スタッフが使用する消毒・準備コーナーには、ふちなし形状でお手入れが容易なパブリック用流しを設置。補高台を組み合わせることで、作業における腰への負担を軽減している。

待合室トイレには、連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式に、ウォシュレットアプリコットPと擬音装置「音姫」を完備。男性が大便器に立って小用しないよう、小便器も用意されている。
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中村まさし内科クリニック

待合室トイレ 待合室トイレには、連続洗浄可能なパ
ブリックコンパクト便器・フラッシュタンク
式に、ウォシュレットアプリコットPと擬音
装置「音姫」を完備。男性が大便器に
立って小用しないよう、小便器も用意
されている。

消毒･準備コーナー スタッフが使用する消毒・準備コー
ナーには、ふちなし形状でお手入れが
容易なパブリック用流しを設置。補高
台を組み合わせることで、作業におけ
る腰への負担を軽減している。

電気温水器 温かい湯水が使用できるよう、院内に
ある3ヶ所のシンクに、電気温水器を
設置。各所の使用ニーズにあわせて、
容量が異なる6Lタイプと12Lタイプを
選択している。

スタッフ用トイレ スタッフルームに隣接したトイレにも、乾
燥機能付きのウォシュレットと擬音装置
「音姫」を完備し、スタッフが快適に
過ごすことができるよう、機能的な設
備が整っている。

受付・待合室 クリニックの理念は「明るく、楽しく、健
康に導くこと」。その理念に基づき、院
内には、木目調を基調とした温かみの
ある内装デザインと照明計画が施さ
れている。トイレは、待合室の奥に設置
している。

待合室トイレ 待合室トイレ内から採尿カップを提出
できるよう検尿口を設置。利用後の手
洗いのため、コンパクトな壁掛洗面器
に自動水栓を組み合わせ、さらに手
荷物を掛けるフックも用意。利用者の
使い勝手に配慮されている。

検尿室 採尿コップを受け取る検尿室には、尿
を処理するためのコンパクトな壁掛洗
面器を設置。作業動線・効率など、処
理が迅速かつ衛生的に行えるよう配
慮されている。

内視鏡検査前室トイレ 内視鏡検査前室には、検査を受ける
患者が利用できる専用トイレを設置。ト
イレは、プライバシーと使いやすさを考
慮し、コンパクトな壁掛手洗器を備え
た完全個室型となっている。
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ペーパータオルホルダー：YKT100R／パブリック用流し：SKL330TNF系

図面
院内は、内視鏡検査がしやすいことを最優先に考慮してレイアウト。患者用トイレ
は待合室と内視鏡検査前室の2ヶ所、スタッフ用トイレはスタッフルームに隣接して
1ヶ所設置している。

水まわりの特長
建物の特徴
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